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・第 66号は 2022年 11月から 2023年 2月までの活動状況などを掲載しております。 

・奄美海上保安部ホームページはこちら https://www.kaiho.mlit.go.jp/10kanku/amami/ 

 奄美海上保安部年頭訓練 

1月 9日、名瀬港で巡視船「あまぎ」と「かいもん」の年頭訓練を行いました。海中転

落者の救助や「あまぎ」潜水士によるヘリコプターからの海面への飛び込みを想定した船

首からの飛び込み、座礁船へのロープを利用した乗り込みを想定した船首ホーサー渡過、

海上からロープを伝って船や岸壁へ垂直に登ることを想定した船首登はん等の訓練を行

い、100名を超える見学者から多くの声援と拍手をいただきました。テレビ 1社と新聞 2

社が取材、広く報道されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奄美海上保安部便り 第 66号 

搭載艇から岸壁へ引き上げ 

潜水士の船首ホーサー渡過 

海 上 保 安 庁 
JAPAN COAST GUARD 

潜水士の船首登はん 

潜水士の船首飛び込み 

「かいもん」から潜水士入水 潜水士が海中転落者を確保 

https://www.kaiho.mlit.go.jp/10kanku/amami/


 海上保安庁志望の大島高校 2年生に海上保安庁を説明 

11月 19日(土)、海上保安庁志望の大島高校 2年生が奄美海上保安部を訪れました。 

大島高校出身の巡視船「かいもん」の船長らが、生徒とご家族に、海上保安庁の業務概要、

海上保安大学校と海上保安学校等について説明しました。 

海上保安庁には奄美群島出身の職員が多数勤務しています。海上保安庁の説明や巡視船

の見学を希望される方は気軽にご連絡ください。オンラインや奄美大島以外の出前説明も

行います。連絡先📞0997-52-5811 奄美海上保安部 管理課 (担当：五島・飯山) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 大島高校書道部から寄せ書きが届きました 

11 月 17 日､海洋環境保全のためにタレントのＩＭＡＬＵさんとコラボした大島高校書道

部から｢奄美の豊かで美しい海への思いがいっぱい詰まった｣お礼の寄せ書きが届きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 奄美高校の生徒が海難防止キャラクターをデザイン 

奄美高校の生徒が海難防止啓発用のキャラクターをデザインし

ました。奄美海上保安部は、キャラクターを観光客などのマリン

レジャーの事故防止に活用します。 

 

パンフレットで説明 海図で説明 



 「未来に残そう青い海」海上保安庁図画コンクール表彰状を謹呈 

11月 24日、龍郷町の戸口小学校で、12月 1日、和泊町の和泊小学校で、奄美海上保安

部長が「未来に残そう青い海」図画コンクールの入賞者へ表彰状を謹呈しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 大島高校書道部と一緒に「海の事件事故は 118番」を呼びかけ 

1月 18日の 118番の日に先立ち、1月 14日、イオンプラザ大島店で大島高校書道部の

皆さんと一緒に、海上保安庁緊急ダイヤル「118番」の周知と奄美群島の美しい海洋環境

の保全を呼びかけました。呼びかけでは、大島高校書道部が書道パフォーマンスで作成し

た書画をグッズ(クリアファイル)化、無料配布しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

盛山結花さま 盛山湊太さま 渕野昊平さま 
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校 

限定グッズ(クリアファイル) 



 大和小学校の児童が奄美海上保安部を見学 

1月 27日、午前、大和村の大和小学校の児童 20名と教諭 7名

がキャリア教育の一環の校外学習で奄美海上保安部を見学しまし

た。計画では巡視船「あまぎ」を見学する予定でしたが、「あま

ぎ」は急な業務で出港、残念ながら海上保安部での見学となりま

した。海上保安庁の業務や海のみちしるべ灯台の説明に活発に質

問、奄美の海図や３Ｄ海底地形図に興味津々でした。海上保安官

の制服を試着、敬礼のポーズで記念撮影、奄美大島の海を守る大

切さを学びました。 

説明にあたった海上保安官らは、将来、児童らが奄美の美しい

海を守る海上保安官になってほしいと願いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 奄美大島～鹿児島、深夜の急患搬送 

1月 13日、鹿児島県危機管理防災局の要請で鹿児島航空基地の航空機が深夜の急患搬送

を行いました。１時 20分に奄美空港で患者を収容、3時 15分に鹿児島空港で救急隊へ引

継ぎました。また、1月 5日には与論島から、1月 15日には喜界島から鹿児島空港まで急

患搬送を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 
奄美空港で患者収容 鹿児島空港で患者引継ぎ 

校長先生手作りのしおり 

活発に質問 海上保安官の制服でポーズ 

奄美の海図に興味津々 3Ｄ海底地形図に興味津々 記念撮影 



 警備救難競技大会で奄美チームが準優勝 

1月 20日、鹿児島市で開催された、第十管区海上保安本部警備救難競技大会で奄美海上保

安部と古仁屋海上保安署の合同チームが総合準優勝しました。 

人命救助潜水士の部優勝、人命救助一般の部 2位、制圧男子の部 3位、制圧女子の部 3

位、けん銃の部 3位と大健闘しました。奄美海上保安部と古仁屋海上保安署は、奄美群島の

安全安心のために技能向上に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 巡視船「あまぎ」 

 1月 22日、巡視船「あまぎ」は津波を想定した奄美市の防災訓練で、沿岸部の警戒及び住

民への大津波警報発令と避難指示の周知を行いました。また、奄美海上保安部の海上保安

官を奄美市役所に派遣して連絡調整にあたらせました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開会式 制圧 

人命救助 けん銃 

準優勝 

奄美チーム 

沿岸警戒及び住民への大津波警報発令と避難指示の周知を行う巡視船「あまぎ」 



 11月 24日、名瀬港で、巡視船「あまぎ」が、座礁船から遭難者を救助する訓練を行いま

した。荒天下、「あまぎ」搭載艇の接舷や航空機による吊上げ救助が困難な状況を想定、

「あまぎ」潜水士の支援のもと座礁船から遭難者を海上へ脱出させ、搭載艇までロープで

引き寄せて救助する手順を確認しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1月 31日、巡視船「あまぎ」はトカラ列島の宝島の前籠漁港と小宝島の小宝島港に入港、

急患搬送や非常災害発生時の迅速で確実な対応に備えて、地勢確認と岸壁等の港湾調査を

行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 巡視船「かいもん」 

 12月 13日 12時 50分、奄美市名瀬港の西北西およそ 60kmの海上で操業中の漁船から「ロ

ープがスクリューに絡まって航行できない。」と海上保安庁に救助要請がありました。13

時 20分、巡視船「かいもん」が救助に出動、15時に漁船と会合、15時 55分「かいも

ん」が漁船を名瀬港に向けて曳航を始めたところ、まもなく絡まっていたロープが解けま

した。漁船は自力で航行可能となり、22時に名瀬港の岸壁に無事着岸しました。 

 

 

 

 

 

 

 

潜水士支援のもと座礁船から海上へ脱出 搭載艇までロープで引き寄せ救助 

遭難場所 

名瀬港 

宝島の前籠漁港に入港中の「あまぎ」 

小宝島港 前籠漁港 

名瀬港 



 11月 18日、名瀬港で、巡視船「かいもん」は油処理剤散布装置の取扱訓練を行いまし

た。海への流出油災害が発生した際に、素早く油処理剤を散布できるように、装置の船体

取付けから処理剤散布までの手順を確認しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 11月 24日､26日､12月 2日､名瀬港で巡視船｢かいもん｣は人命救助訓練等を行いました。

心肺蘇生法やライフゼム(空気呼吸器：火災などの災害現場で救助作業者などが有害なガ

スを吸わないために使用する器具)を装着して事故者の救助搬送訓練などを行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 12月 16日、奄美市の伊津部武道場で巡視船「かいもん」は、相手の勢力を押さえつける

ための制圧訓練を行いました。基本五技(きほんごわざ：手首固め、肘押さえ、小手返し、腕ひね

り、脇抱え※何れも関節技)や防具を着用した実戦形式の乱取りに、国民と自身を守るために懸

命に取り組みました。これからも定期的に訓練を行い、技能の修得と制圧能力の向上に努

めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

装置の船体取付け 処理剤散布 

心肺蘇生法訓練 ライフゼムを装着した搬送訓練 

基本五技 乱取り 



 12月 13日､名瀬港の観光バースで奄美海上保安部は、奄美群島の観光船事業者などで構成

された「奄美群島クジラ・イルカ協会」、奄美警察署、大島地区消防組合との合同救助訓

練及び観光船船長などに対する安全講習会を行いました。ホエールウォッチングの本格シ

ーズン前に、関係者の連携及び救助能力の向上と安全意識の高揚を図りました。訓練の模

様をテレビ 1社と新聞 3社が取材､広く報道されました。 

奄美海上保安部は奄美群島の皆様に寄添い、安全安心に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 12月 29日、30日、年末年始の多客期を迎

え帰省客などで混雑するフェリーターミナ

ルで巡視船「かいもん」は、犯罪や事故と

テロ防止のための警戒を行いました。 



 古仁屋海上保安署巡視艇「いそなみ」 

 11月 30日、奄美群島排出油等防除協議会瀬戸内支部は、午前に総会を開催、午後には巡

視艇「いそなみ」を油排出船に見立ててオイルフェンス展張訓練を行い、流出油災害に備

えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 奄美群島排出油等防除協議会 

奄美群島排出油等防除協議会は、与論支部、沖永良部支部と奄美支部で、支部総会と講

習会や訓練を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

総会 油防除研修 

オイルフェンス展張訓練 

11/18与論支部講習 11/24沖永良部支部訓練 

12/19奄美支部オイルフェンス展張訓練 12/19奄美支部油防除理論講習 



 沖永良部島の灯台の監視協力者へ感謝状を謹呈 

11月 30日、沖永良部島の海のみちしるべ｢ヤクニヤ埼灯台｣の灯火監視協力者、西田辰也

さまへ、第十管区海上保安本部長の感謝状を伝達しました。西田さまは、2012年 12月にお

父様の跡を継いで奄美海上保安部長から灯台の監視を受託、延べ 10年(親子で 21年)に亘

り、船舶の航海の安全に貢献されてきました。 

感謝状は今井知名町長の立会いのもと伝達、新聞 1社と知名町広報誌の取材も行われ、

翌日の新聞で広く報道されました。 

外海離島である奄美群島では燃料や食料などの生活必需物資の安定供給には船舶による

海上輸送が不可欠で、船舶の航海の安全は群島のライフラインです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 奄美空港で不正薬物輸入防止の呼びかけ 

12月 1日、奄美空港で、奄美警察署、鹿児島税関支署名瀬監視署と奄美海上保安部は、

空港利用者へリーフレット配布など不正薬物輸入防止を呼びかけました。 

呼びかけの

模様をテレ

ビ 1社と新

聞 2社が取

材、後日、

広く報道さ

れました。 

 

今井知名町長 奄美海上保安部長 西田さま 

リーフレット配布 



 海上安全指導員と海上保安官が合同で海難防止を呼びかけ 

12月 9日、往来が活発となる年末年始を前に、

海上安全指導員と奄美海上保安部の海上保安官が

奄美市内の遊漁船事業者へ安全運航意識の高揚、

乗客と乗員の安全確保を目的に安全指導を行いま

した。 

海上安全指導員は、第十管区海上保安本部長が

指定するマリンレジャーなどの事故防止啓発活動

を行うボランティアで、現在、奄美群島では 8名

が指定されています。 

 

 名瀬港のフェリー運航管理者の安全運航会議 

12月 12日、物流と交流が活発となる年末年始

を前に、名瀬港を使用するマルエーフェリー

㈱、マリックスライン㈱、奄美海運㈱、十島村

の船舶運航管理者と奄美海上保安部が鹿児島市

内で一同に会して、安全運航と事故防止に関す

る情報交換等を行いました。 

 

 

 与論島のマリン事業者に安全講習を行いました 

1月 19日、与論町観

光協会が主催した遊覧

船などのマリン事業者

の安全講習会で、奄美

海上保安部の海上保安

官が講師となり安全講

習を行いました。気象海象の事前確認と救命胴

衣着用の重要性やスノーケリング事故防止策等

について具体的な事例を挙げて説明を行い、マ

リン事業の事故防止を呼びかけました。 

 大島北高校の職業ガイダンスに参加 

1月 25日、大島北高校で職業ガイダンスが開催

され、奄美海上保安部の海上保安官が、生徒らに

海上保安庁の業務と海上保安大学校や海上保安学

校について説明しました。 

説明にあたった海上保安官は、将来、生徒らが

奄美の美しい海を守る海上保安官になってほしい

と願いました。 

  



 10月入校の海上保安学校学生採用試験 3月 1日～8日受付 

 試験日程(予定) 

試験名 受付期間 第一次試験 
第一次試験 

合格者発表 
第二次試験 

最終 

合格者発表 

海上保安学校 

採用試験(特別) 

船舶運航システム課程 

  3/1(水) 

～3/8(水) 

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 

5/14(日) 6/2(金) 

6/7(水) 

～ 

6/28(水) 

7/28(金) 

 受験資格(予定) 
(1) 2023(令和 5年)4月 1日において高等学校又は中等教育学校を卒業した日の翌日から起算して 13年を経過していな

い者及び 2023(令和 5年)9月までに高等学校又は中等教育学校を卒業する見込みの者 

(2) 高等専門学校の第 3学年の課程を修了した者であって 2023(令和 5年)4月 1日において当該課程を修了した日の翌

日から起算して 13年を経過していない者等 人事院が(1)に掲げる者と同等の資格があると認める者 

 試験項目・試験の方法(予定) 

 試 験 種 目 

船舶運航 

システム課程 

第一次試験 基礎能力試験(多岐選択式) 作文試験 

出題数(回答時間) 40題(1時間 30分) 1題(50分) 

配点比率 3/8 ※ 

第二次試験 人物試験 身体検査 身体測定 体力検査 

配点比率 1/4 ※ ※ ※ 

(注)「配点比率」欄に※が表示されている試験種目は合否の判定のみを行い、得点化されません。 

 

 2023年度の海上保安大学校と海上保安学校の学生採用試験!! 

 海上保安大学校 

学生採用試験 

【海上保安大学校(本科)】 

海上保安官採用試験 

【海上保安大学校(初任科)】 

大学卒業程度 

海上保安学校 

学生採用試験 

受験案内 HP掲載日 6/14(水) 2/1(水) 6/14(水) 

申込受付期間 8/24(木)～9/4(月) 3/1 (水)～3/20(月) 7/18(火)～7/27(木) 

第 1次試験日 10/28(土)及び 29(日) 6/4(日) 9/24(日) 

第 1次試験合格発表日 12/8(金) 7/5(水) 10/11(水) 

第 2次試験日 12/15(金) 7/11(火)～7/19(水) 10/17(火)～10/26(木) 

最終合格発表日 R6.1/18(木) 8/15(火) 
11/21(火)  

※航空課程は二次試験合格発表日 

第 3次試験日 

※海上保安学校航空課程のみ 
  12/2(土)～12/12(火) 

最終合格発表日 

※海上保安学校航空課程のみ 
  R6.1/18(木) 

 詳細は、海上保安庁ＨＰもしくは人事院ＨＰ「国家公務員採用情報ＮＡＶＩ」をご覧ください。 

海上保安庁ＨＰ     人事院ＨＰ 

 

 

 

https://www.kaiho.mlit.go.jp/recruitment/  https://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.html 

https://www.kaiho.mlit.go.jp/recruitment/

